
　

【参考資料】 積算条件等明示書

入札契約過程における透明性および公平性を確保するため、参考までに積算条件を示すものであり、契約の履行を拘束するものではない。
従って、施工方法その他工事目的物を完成させるために必要な一切の手段については、受注者がその責任において定めるものとする。

工事番号 令和４年度　北建第２２号

工事名 市道田部木之本線消雪工事

施工位置 長浜市木之本町木之本

適用基準等 諸経費

　単価適用基準日 ： 　主たる工種
　　据付工 ： 道路付帯設備（据付間接費率：消融雪設備）

　歩掛適用基準日 ： 　　土木 ： 道路改良工事

　諸経費適用基準日 ： 施工地域補正
一般交通影響有り（２）-２

　適用単価地区

　　長浜土木事務所木之本支所管内 前払金支出割合
　（補正なし）

　休日指定区分
契約保証補正

　　なし 　発注者が金銭的保証を必要とする場合

３次元出来形管理・データ納品、外注経費等の費用にかかる補正
　補正なし

令和4年7月20日

令和4年7月20日

令和4年7月20日
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 （その他積算条件）

　１．見積によって決定した資材単価一覧

1 2 3 4 5

T0001 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ100*65 HIVP L=1.375m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 91,800 82,000 85,200

T0002 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ75 HIVP L=5.49m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 108,200 107,000 117,200

T0003 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ75 HIVP L=1.94m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 69,400 64,100 88,000

T0004 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ75 HIVP L=1.365m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 69,400 58,600 88,000

T0005 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ75*65 HIVP L=5.49m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 110,000 115,500 117,200

T0006 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=5.49m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 101,900 103,500 113,500

T0007 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=4.44m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 101,900 103,500 113,500

T0008 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=2.74m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 65,100 61,900 85,200

T0009 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=1.365m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 本 65,100 56,400 85,200

T0010 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪散水ﾌﾞﾛｯｸ 本 78,600 74,900 98,200

T0011 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪継手ﾌﾞﾛｯｸ φ75 L型ﾌﾞﾛｯｸ 散水ﾉｽﾞﾙ付 本 75,500 76,000 93,500

T0012 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪継手ﾌﾞﾛｯｸ φ65 L型ﾌﾞﾛｯｸ 散水ﾉｽﾞﾙ付 本 71,500 73,500 88,700

T0013 ﾒｶ型ﾍﾞﾝﾄﾞ φ100*90° 個 33,200

T0014 ｽﾄﾗﾌﾞｸﾞﾘｯﾌﾟ φ125 個 23,000 23,000 23,000

T0025 目地材 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ消雪ﾌﾞﾛｯｸ用 枚 1,000 1,200

T0032 残土処分費 普通残土 ｍ3 2,100
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φ65 HIVP L=2.74m ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ@1.38 ﾄﾞﾚﾝﾉｽﾞﾙ付

見　積　価　格　一　覧
単位

単価
ｺｰﾄﾞ
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 （その他積算条件）

　２．適用歩掛

①

②

③

④

⑤
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　消雪設備工（据付工）　　消雪ﾌﾞﾛｯｸの据付工の据付工については、「散水消雪施設の維持管理歩掛資料」（一社）新潟県融雪技術協会・北陸融雪技術
協会（令和3年11月）　4-7　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸの据付歩掛」により積算している。

　消雪設備工（土工）　消雪設備設置工の消雪設備設置　送水管の埋設標識シート工については、「水道事業実務必携（令和３年度改訂版）2-3-16　管明
示シート歩掛表」により積算している。

　消雪設備工（据付工）　消雪管据付工の据付工のうち、送水管据付については、「国土交通省機械設備工事積算基準 3-3 送水管、散水管据付（送水管
φ≦150A）標準据付工数」を準用している。

据付間接費の算定において、機械設備据付工の員数は、小数第３位を四捨五入し第２位として積算している。

当工事において、「設計技術費」は計上しておりません。


